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加美小学校教室棟改修 工事は今春着工に向け準備
令和元年１２月２日～１２月１３日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など２８件の議案が議決されました。

請
願
・
陳
情

柵原東小学校図書室エアコン取替
　柵原東小学校の図書室に設置しているエ
アコン１台が故障したため、これを新しく取り替
える。
〔小学校管理費　１１７万円〕

加美小学校の校舎を改修
　加美小学校の施設が老朽化したため今年度
から教室棟の改修工事を行うが、事業費の精査
による予算を追加する。
〔小学校管理費　４,００３万円〕

請
願
・
陳
情

条
　
　
　
例

【
簡
易
水
道
か
ら
上
水
道
に
変
更
】

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
７
簡
易

水
道
事
業
の
会
計
を
一
つ
に
ま
と
め

て
上
水
道
事
業
へ
変
更
す
る
た
め
関

係
条
例
を
制
定
す
る
。

【
福
祉
巡
回
バ
ス
の
運
行
を
一
部
廃
止
】

福
祉
巡
回
バ
ス
の
設
置
お
よ
び
管
理

運
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

福
祉
巡
回
バ
ス「
中
央
線
」「
旭
線
」

「
柵
原
線
」の
利
用
者
が
減
少
し
た
た
め

令
和
２
年
３
月
末
を
も
っ
て
運
行
を
廃

止
す
る
。
４
月
以
降
は
黄
福
タ
ク
シ
ー
の

利
用
促
進
を
図
る
。

旧
中
央
町
が
分
譲
し
た
共
同
墓
地
の
環
境
整
備

を
求
め
る
陳
情

美
咲
町
原
田
１
６
６
７
－
２代

表　

河
村　

長
槌

　

数
件
の
要
望
事
項
の
中
で
対
応
が
可
能
な
部
分

の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
、
全
会
一
致
で
一
部
採
択

と
し
た
。

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
を

図
る
た
め
の
２
０
２
０
年
度
政
府
予

算
に
か
か
る
意
見
書
提
出
の
請
願

津
山
市
大
手
町
５
－
３

岡
山
県
教
職
員
組
合
久
米
・
苫
田
支
部

支
部
長　

西
山　

堅
志

紹
介
議
員　

岩
野　

正
則

　
　
　
　
　

山
田　

雄
二

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
や
か
な
対

応
を
図
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ

り
、
全
会
一
致
で
採
択
と
し
た
。

国
民
健
康
保
険
の
子
ど
も
に
か
か
る
均
等
割
保

険
料（
税
）減
免
措
置
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書

提
出
の
請
願

岡
山
市
北
区
下
伊
福
西
町
1
－
５
３

岡
山
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

会
長　

三
上　

雅
弘

　
　
　
　

紹
介
議
員　

藤
井　

智
江

　

他
の
保
険
加
入
者
の
負
担
増
加
に
な
る
可
能
性

を
考
慮
し
、
賛
成
多
数
で
趣
旨
採
択
と
し
た
。

看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最
低

賃
金
の
新
設
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定
最

低
賃
金
の
新
設
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願

岡
山
市
北
区
下
伊
福
西
町
１
－
５
３

岡
山
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長　

西
崎　

克
江

　
　
　
　

紹
介
議
員　

藤
井　

智
江

　

２
件
の
請
願
に
つ
い
て
は
地
域
間
の
格
差
を
解

消
さ
せ
る
こ
と
が
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
も
の

で
あ
り
、
賛
成
多
数
で
採
択
と
し
た
。

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



3 みさき

加美小学校教室棟改修 工事は今春着工に向け準備
令和元年１２月２日～１２月１３日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など２８件の議案が議決されました。

意
見
の
分
か
れ
た
議
案

12月議会
でこんなことが
決まりました

障がい者補装具購入への助成
　障がいがある人が日常生活を送る上で必要と
なる補装具（車いす・義足など）を購入する費
用を助成する。
〔自立支援給付費　２３５万円〕

中央保健センターの屋根修繕
　中央保健センター施設の老朽化に伴い雨漏り
が発生しており、これを防止するため屋根の改修
工事を行う。
〔保健衛生総務費　３００万円〕

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
議
員

金
谷
議
員

山
本
議
員

貝
阿
彌
議
員

岩
野
議
員

江
原
議
員

松
田
議
員

林
田
議
員

左
居
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

藤
井
議
員

山
田
議
員

請願第６号 国民健康保険の子どもにかかる均等割保健料（税）減免措
置の意見書提出を求める請願 【趣旨採択に対しての意見】

議
長 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○

請願第7号 看護師の全国を適用とした特定最賃新設の意見書提出
を求める請願 【採択に対しての意見】

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

請願第8号 介護従事者の全国を適用とした特定最賃新設の意見
書提出を求める請願 【採択に対しての意見】

議
長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【請願審査に係る討論】

［請願第７号・８号］	
民生教育常任委員会
の審査結果は採択

［採択に反対］　請願者からの説明やアンケート調査の確認など審査内容が不十分。継続
審査として再度の審査を行い結論を出すべき。よって採択には反対する。 延原議員

［採択に賛成］　看護師や介護従事者の賃金格差が解消されなければ、都市部への一極集
中に歯止めがかからず、地域の医療・介護はますます疲弊してしまう。よって採択に賛成する。

藤井議員
形井議員

表
　
　
彰

岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
70
周

年
記
念
表
彰

　

岡
山
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
と
し

て
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
美
咲

町
議
会
か
ら
貝
阿
彌
幸
善
議
員
が
特
別

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

議 

員 

発 

議

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見
書

看
護
師・
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
低
賃
金
の

新
設
を
求
め
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
改
善
の
た

め
に「
計
画
的
な
教
職
員
定
数
の
改
善
」

と
教
育
の
機
会
均
等
お
よ
び
教
育
水
準

の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、「
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分

の
１
に
復
元
す
る
」こ
と
を
求
め
る
。

　

医
療
施
設
・
介
護
施
設
の
安
心
安
全

な
職
場
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
看

護
師
や
介
護
従
事
者
の
処
遇
の
改
善
、

人
材
確
保
、体
制
強
化
を
実
現
さ
せ
る

べ
く
全
国
を
適
用
対
象
と
し
た
特
定
最

低
賃
金
の
新
設
を
求
め
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
を
強
く
求
め
る
意
見

書
を
日
本
政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

議
員

貝
阿
彌
幸
善

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告
　総務・産業常任委員会は、総務課、理財課、地域みらい課、くらし安全課、上下水道課、建設課、産業観光
課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／松田英二、江原耕司、岩野正則、貝阿彌幸善の6人で審議し
ています。

　旧飯岡幼稚園の現地視察を行っ
た。老朽化し、維持管理も困難な
ことから、地区の同意を得て、早
期に解体撤去する必要があると認
められた。

【くらし安全課】
柵原星のふる里バス

【産業観光課】
棚田公園水路修繕
修繕の必要性と事業内容は。
イノシシにより掘り返された
公園のビオトープへの水路
を改良する。

問

【地域みらい課】
あさひのみらいデザイン会議
デザイン会議の内容と進行
状況は。
旭地域の公共施設整備・住
民サービスの充実に向けて
ワークショップを開催し、年内
に意見を取りまとめる。

問

答

答
イオンモール津山への経路変
更の内容は。
令和２年４月１日から津山中央
病院経由の路線１往復をイオ
ンモール津山にも経由するよ
うに変更する。

問

答

【総務課】
町長車購入延期

今年度に更新の計画で予算計
上していたが、変更の理由は。
町長の強い意向で、現在の車
を６回目の車検を受けて使用
する。

問

答

【総務課】
令和２年度職員採用計画
職員採用予定の内訳は。
事務職９人、社会福祉士１人、
栄養士４人、保健師３人、保育
士２人合計１９人を予定してい
る。

問
答

【建設課】
中央地域残土処理場
９月定例会で説明のあった場
所を変更する理由は。
当初の予定地は搬入経路など
に問題があるとの県の指摘が
あったため変更した。

問

答

旧飯岡幼稚園（飯岡地内）

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



5 みさき

【健康推進課】
虫歯予防リーフレットの配布

【福祉事務所】
補装具などの購入補助

【生涯学習課】
旧厚生小学校の評価委託

虫歯予防リーフレットの内容は。
QRコードにより歯磨き動画や
妊産婦歯科検診の助成制度な
どの情報が入手できる。歯科
医院や保育園に配布予定。

補装具補助の具体的内容は。
個人が使用する補装具購入の
補助をする。具体的には電動
車いす、義足、補聴器、座位
保持装置など。

土地建物評価の具体的な内
容は。
旧厚生小学校のグラウンド、体
育館、中央公民館、中央図書
館、調理室など土地や建物の
不動産評価を行う。

　議案審査の際、答えられて当然
と思われる質問に即答できない
案件が複数あった。担当課には、
議案の回答準備を十分するよう
意見を付す。

問 問

問

答 答

答

【教育総務課】
義務教育学校建設の債務負担
義務教育学校建設のための債
務負担とは。
柵原地域義務教育学校建設の
用地が決定した際に行う測量
委託費。年度内に契約や入札
事務をする必要があるため。

問

答

【教育総務課】
加美小学校改修リース料
リース料を追加するのはなぜか。
基本設計は終了した。その
際、仮設校舎のリース料が当
初計画していた予算額を超え
たため。

問
答

民生・教育常任委員会からの報告
　民生・教育常任委員会は、住民税務課、保険年金課、健康推進課、徴収対策室、福祉事務所、教育総務課、
生涯学習課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／左居喜次　副委員長／形井　圓　委員／山田雄二、藤井智江、林田　実、金谷髙子の6人で審議して
います。

　「香花温泉ほほえみの湯」の視察を行っ
た。慢性的に赤字を抱えており、今後、
施設老朽化による大規模修繕の必要性が
あることから、今年度末をもって廃止する
との説明を受けた。今後、利用者への
説明や施設再利用が課題である。

ほほえみの湯（打穴下地内）

執行部に対して意見を付す

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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委 員 会 の活動
柵原地域学校等建設特別委員会からの報告
　美咲町議会として、独自に柵原地域の学校等建設について調査研究することを目的に設置された特別委
員会です。
委員長／松田英二　副委員長／山田雄二　委員／藤井智江、形井　圓、左居喜次、延原正憲、林田　実、山本
宏治、金谷髙子の９人で審議しています。

　１月１５日（水）、津山市役所で「津
山圏域議長協議会合同議員研修
会」が開催され参加した。
　早稲田大学マニフェスト研究
所中村健事務局長から「住民から
期待される議会になろう！～全国
事例から考える～」と題して議会
のあるべき姿についてお話を聞
いた。

　１１月２２日（金）、岡山県町村議会
議長会広報研修会が開催され、
広報委員が出席した。
　各町村が発行している「議会だ
より」に対し、講師から「町民の人
が読みやすい議会だより」にするた
めの辛口の指摘や助言があった。
　今後も読んでもらえる「みさき」
に一同頑張ります。

　中央かめっこ保育園の子ども
たちが寒さに負けず、励まし合い
ながら毎日元気に走っています。
　園庭では、凧揚げにも挑戦し
て上手に高く揚げることができ
ました。

津山圏域議長協議会
合同議員研修会

岡山県町村議会議長会
広報研修会表紙の紹介

　令和元年１０月１０日（木）に第１３回目の美咲町議会柵原地域学校等建設特別委員会を開催した。
　町長の諮問に応じて設置された「柵原地域義務教育学校整備検討委員会」で様々検討されてきた内容の結論が答申書
にまとめられ、髙旗委員長から青野町長に答申が行われた内容について、教育委員会から報告を受け審議した。
　答申書では「これからの社会に求められる新しい教育課程に最適な学校を創設するために、小中一貫教育を実践する
一体型の義務教育学校が最適と考える」という結論がまとめられている。
　各委員からは
◆全体として答申書の内容はよくまとまっている
◆今後も将来を見据えた教育を進めてほしい
◆大きな事業であり全町をあげて取り組んでほしい
◆義務教育学校に対するメリットが強調されデメリットに対する検討が不十分
◆岡山県教育委員会からの支援体制が明確に示されていないなどの意見が
あった。議会特別委員会としては、賛成多数で了解した。

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



7 みさき

ページ 議員名 質　問　内　容

8 延原  正憲
１．美作岡山道路を活用した地域振興策は
２．日本版ＤＭＯへの取り組みは

9 貝阿彌幸善
１．第三次振興計画の基本理念は
２．公平・平等な運営維持管理を

10 山本  宏治
１．どうにか成らないか！「町道管理」
２．地域活性化にクラウドファンディングで

対応を

11 岩野  正則
１．分譲地の今後の計画は
２．借地解消に向けた方針は

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

12 山田  雄二
１．覚書不履行の検証と説明は
２．生涯学習を町の重点目標にできないか
◇　２１世紀型寺子屋は

13 金谷  髙子
１．防災の地域リーダー育成を
２．内水ハザードマップの作成は

14 藤井  智江
１．なぜ今義務教育学校か
２．コンビニ交付サービスは必要か
◇　国民健康保険税の減免を

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

みさき

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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美作岡山道路を活用した地域振興策は

日本版ＤＭＯへの取り組みは

地域の要望は可能な限り対応する

美咲町ＤＭＯの設立準備を進める

問　
美
作
岡
山
道
路
計

画
は
、
測
量
作
業
を

終
え
て
、
12
月
20
日
か
ら

道
路
設
計
の
地
元
協
議
が

始
ま
る
。

　
ま
た
、
11
月
15
日
に
は

飯
岡
地
区
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
さ
れ
た
。

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

意
見
集
約
と
具
体
的
な
地

域
振
興
策
は
。

②
設
計
協
議
の
進
め
方
と

町
の
役
割
は
。

③
老
朽
化
し
て
い
る
滝
谷

池
の
改
修
予
定
と
地
元
負

担
金
の
変
更
は
。

答
山
本
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出

さ
れ
た
地
区
の
要
望
を
し

っ
か
り
と
聴
き
、
丁
寧
に

対
応
し
た
い
。

②
道
路
計
画
を
中
心
に
要

望
を
聴
き
、
道
路
周
辺
整

備
や
地
域
振
興
の
要
望
に

つ
い
て
は
、
町
が
対
応
す

る
。

③
滝
谷
池
改
修
は
、
道
路

設
計
協
議
の
地
元
同
意
が

得
ら
れ
次
第
取
り
組
む
。

　

ま
た
、地
元
負
担
金
は
、

変
更
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

答
青
野
町
長

　

地
域
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
対

応
す
る
。

　

ま
た
、
工
事
実
施
に
伴

う
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
つ

い
て
も
、
地
域
へ
の
影
響

を
で
き
る
限
り
軽
減
で
き

る
よ
う
県
に
要
望
す
る
。

問　
本
年
10
月
に
議
員

研
修
と
し
て
、
北
海

道
美
瑛
町
「
丘
の
ま
ち
び

え
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
活
動
状

況
の
視
察
に
参
加
し
た
。

①
観
光
協
会
の
な
い
美
咲

町
で
の
観
光
振
興
へ
の
取

り
組
み
の
現
状
は
。

②
国
（
観
光
庁
）
の
推
進

し
て
い
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

へ
の
登
録
計
画
は
。

答
青
野
町
長

①
美
咲
町
の
観
光
情

報
の
発
信
な
ど
は
、
久
米

郡
商
工
会
に
も
観
光
部
門

が
な
い
た
め
、
町
単
独
で

の
事
業
は
産
業
観
光
課
で

観
光
業
務
を
行
っ
て
い
る

の
み
で
あ
る
。

　

な
お
、
県
北
で
の
観
光

振
興
と
し
て
、
美
作
国
観

光
連
盟
の
一
員
と
し
て
の

取
り
組
み
に
参
加
し
て
い

る
。

②
美
咲
ら
し
い
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と

し
て
、
自
立
的
で
継
続
可

能
な
経
済
的
環
境
の
仕
組

み
を
創
り
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
た
組
織
を
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向

け
年
度
内
に
も
協
議
の
場

を
設
け
た
い
。

答
立
石
産
業
観
光
課
長

②
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
法
人
登

録
の
前
提
と
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

候
補
法
人
の
設
立
に
向
け

て
事
業
を
進
め
た
い
。

延原正憲 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

美岡道設計協議始まる

美咲らしいDMOを

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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貝阿彌幸善 議員

第三次振興計画の基本理念は

公
平
・
平
等
な
運
営
維
持
管
理
を

慎
重
か
つ
大
胆
に
検
証
す
る

実効性のある計画に改定する

問　
町
を
運
営
し
て
い

く
上
で
の
基
本
と
な

る
振
興
計
画
は
、
地
域
で

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
、

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
町
全
体
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
基
本
と

し
て
策
定
さ
れ
て
お
り
、

常
に
町
民
に
軸
足
を
置
い

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
美
咲
町
第
三
次
振
興
計

画
は
第
二
次
振
興
計
画
と

比
較
し
、
大
き
な
違
い
は

何
か
。

　
ま
た
、
町
長
が
表
明
し

た
「
賢
く
収
縮
す
る
」
と

は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
指

し
て
い
る
の
か
。

答
青
野
町
長

　

急
速
な
超
高
齢
化

社
会
の
進
行
と
人
口
減
少

や
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
実
効
性
の
あ

る
計
画
に
改
定
す
る
。

　

計
画
期
間
を
十
年
間
か

ら
五
年
間
に
短
縮
す
る
。

　

主
要
施
策
は
主
要
事
業
、

目
標
設
定
の
項
目
を
増
や

し
、
第
二
次
計
画
の
詳
細

な
検
証
も
行
っ
て
い
く
。

　

賢
く
収
縮
す
る
と
は
、

①
行
政
の
効
率
的
効
果
的

運
営
②
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
推
進
③
職
員
の

育
成
④
施
設
の
総
合
管
理

⑤
民
間
活
力
の
活
用
⑥
収

入
確
保
策
の
推
進
、
以
上

六
項
目
を
柱
と
し
た
事
務

事
業
評
価
を
進
め
、
行
財

政
改
革
を
実
施
す
る
。

問　
安
易
な
前
例
踏
襲

を
避
け
、
老
朽
化
の

激
し
い
施
設
の
統
合
、
再

配
備
を
行
う
こ
と
が
、
町

民
の
利
便
性
に
適
し
た
安

全
・
安
心
な
施
設
を
残
し

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
現
在
の
指
定
管
理
制
度

の
在
り
方
な
ど
、
方
向
性

を
十
分
に
検
討
し
、公
平
・

平
等
な
取
り
扱
い
に
よ
る

運
営
、
維
持
管
理
を
求
め

る
。答

忠
政
副
町
長

　

公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
合
併
当
時
と
ほ
ぼ

変
わ
ら
な
い
量
を
維
持
し

て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、
多
く
は
老
朽

化
し
て
お
り
、更
新
や
改
修

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
現
在
そ
の
在

り
方
の
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

検
討
の
中
で
は
、
公
共

施
設
が
真
に
必
要
な
も
の

か
十
分
機
能
し
て
い
る
か

な
ど
、
慎
重
か
つ
大
胆
に

検
証
し
見
直
し
を
し
て
い

く
。

　

ほ
ほ
え
み
の
湯
の
廃
止
、

旧
厚
生
小
学
校
跡
地
と
施

設
の
譲
渡
の
検
討
を
し
た
。

施
設
の
除
却
と
管
理
料
な

ど
、
将
来
に
負
担
を
残
さ

な
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
が
重
要
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
運

用
に
つ
い
て
、
適
正
に
運

用
が
な
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
、
来
年
度
一
年
で
全
体

を
き
っ
ち
り
と
見
直
し
を

す
る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

見直される公共施設

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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どうにか成らないか！「町道管理」

地域活性化にクラウドファンディングで対応を

できる限り対応し
　　新たな対策も検討している

成功例・失敗例などを研究する

問　
町
道
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
、
地
域
で

の
高
齢
化
、
人
口
減
少
に

伴
い
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

特
に
支
障
木
は
、
地
域
で

は
管
理
が
で
き
な
い
状
態

で
あ
る
。

　
町
道
、
生
活
道
の
維
持

管
理
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は
。

答
國
宗
建
設
課
長

　

多
く
の
地
区
か
ら

要
望
が
あ
り
、
道
路
維
持

作
業
を
委
託
し
て
い
る
が
、

路
線
数
も
多
く
進
ん
で
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

維
持
管
理
の
内
容
と
し

て
は
、
除
草
剤
の
散
布
、

夏
場
の
道
路
法
面
の
草
刈

り
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

道
路
側
溝
の
清
掃
、
支
障

木
の
伐
採
な
ど
を
主
に
行

っ
て
い
る
。
今
後
も
で
き

る
限
り
対
応
す
る
。

答
浦
上
く
ら
し
安
全
課
長

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
沿

い
の
立
木
伐
採
作
業
を
行

っ
て
い
る
。
計
画
路
線
外

で
の
作
業
は
難
し
い
。

答
前
田
旭
総
合
支
所
長

　

自
治
会
か
ら
の
要

望
は
支
障
木
の
伐
採
が
多

い
。答

青
野
町
長

　
町
道
は
約
千
㎞
、

生
活
道
は
約
二
百
㎞
あ
り

地
域
で
草
刈
り
、
清
掃
な

ど
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

が
、
高
齢
化
、
人
口
減
少

に
伴
い
地
域
で
の
活
動
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。

　

新
た
な
対
策
を
関
係
各

課
に
指
示
し
、
検
討
し
て

い
る
。

問　
町
内
の
観
光
施
設

な
ど
に
ク※

ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、

支
援
者
か
ら
資
金
を
調
達

し
て
活
性
化
を
行
う
こ
と

が
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
例
え
ば
、
棚
田
の
維
持

管
理
や
観
光
拠
点
の
整
備
、

三
休
公
園
へ
桜
の
木
の
植

樹
、
鉱
山
公
園
の
鉄
道
車

両
な
ど
の
整
備
、
各
地
域

の
特
産
品
開
発
な
ど
に
こ

の
制
度
を
活
用
で
き
な
い

か
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
付
金
を
各
観
光

施
設
な
ど
の
事
業
展
開
に

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
配
分
で

き
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

町
に
興
味
の
あ
る

人
と
の
つ
な
が
り
を
獲
得

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光

客
の
増
加
な
ど
、
好
循
環

が
期
待
で
き
る
。
今
後
、

十
分
に
研
究
し
て
い
く
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
の
使
途
指
定
に
つ

い
て
も
、
来
年
度
に
向
け

て
項
目
の
検
討
を
行
う
。

答
井
上
政
策
推
進
監　

　

自
治
体
が
資
金
調

達
す
る
方
法
で
あ
る
が
、

成
功
例
お
よ
び
失
敗
例
な

ど
研
究
し
た
い
。

　

民
間
の
発
想
も
重
要
で

あ
り
、
タ
ッ
グ
を
組
ん
で

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

山本宏治 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

観光施設の活性化を

支障木伐採は大変だ！

※クラウドファンディングとは…インターネットで活動
や目標を発信し、共感した人から資金を募ること。

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



11 みさき

岩野正則 議員

分譲地の今後の計画は

借
地
解
消
に
向
け
た
方
針
は

将
来
負
担
の
少
な
い

　
　
方
法
を
検
討
し
て
い
く

小学校に３０分で通学できる範囲

問　
美
咲
町
が
造
成
し

た
分
譲
地
の
現
状
と

今
後
の
計
画
、
方
針
を
問

う
。答

青
野
町
長

　

分
譲
地
１
８
１
区

画
の
う
ち
１
７
２
区
画
が

分
譲
済
で
定
住
の
観
点
か

ら
一
定
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

定
住
・
移
住
促
進
の
観

点
か
ら
、
今
後
は
小
学
校

に
徒
歩
30
分
程
度
で
通
学

で
き
る
範
囲
を
優
先
し
て

整
備
し
た
い
。

　

場
所
は
ま
だ
決
定
し
て

い
な
い
が
、
定
住
対
策
の

一
環
と
し
て
、
分
譲
地
を

購
入
し
た
人
に
１
坪
当
た

り
５
千
円
を
助
成
し
て
い

る
。

問　
今
後
の
助
成
内
容

を
示
せ
な
い
か
。
ま

た
、
美
咲
町
の
た
め
に
移

住
・
定
住
を
進
め
て
い
く

べ
き
だ
。

答
青
野
町
長

　

定
住
・
移
住
を
さ

ら
に
進
め
る
た
め
に
民
間

の
分
譲
地
に
つ
い
て
も
補

助
制
度
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。

　

町
が
や
っ
て
い
く
と
こ

ろ
、
民
間
の
開
発
を
促
し

て
い
く
と
こ
ろ
を
、
し
っ

か
り
分
け
て
移
住
・
定
住

の
た
め
に
分
譲
地
の
宅
地

開
発
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
借
地
の
現
状
と
公

共
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
問
う
。

①
借
地
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
と
、
今
後
の

具
体
的
な
計
画
は
。

②
公
共
施
設
の
指
定
管
理

お
よ
び
業
務
委
託
に
関
す

る
契
約
の
基
準
を
示
せ
。

③
施
設
の
運
用
に
つ
い
て
、

費
用
や
維
持
管
理
な
ど
で

問
題
と
な
っ
て
い
る
施
設

は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

①
借
地
に
つ
い
て
は

現
状
で
い
い
の
か
、
買
い

取
り
が
い
い
の
か
、
将
来

負
担
の
少
な
い
方
法
を
今

後
も
検
討
し
て
い
く
。

　

行
政
財
産
を
廃
止
す
る

場
合
は
、
建
物
の
解
体
撤

去
を
行
い
、
土
地
を
原
状

に
回
復
し
た
上
で
、
土
地

を
貸
主
に
返
還
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

②
公
共
施
設
の
契
約
な
ど

の
基
準
は
目
的
達
成
の
た

め
の
仕
様
書
を
作
成
し
て

い
る
。

③
老
朽
化
で
設
備
更
新
に

大
き
な
費
用
が
必
要
と
な

る
「
ほ
ほ
え
み
の
湯
」
の

廃
止
を
検
討
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
、
歳
入
縮
小

時
代
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

転
換
を
図
り
、
将
来
に
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
賢
く

収
縮
し
な
が
ら
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

将来の負担を少なく

売り切れ御免！不足する住宅団地

錦織住宅団地

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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覚書不履行の検証と説明は

生涯学習を町の重点目標にできないか

町政の評価は
　　未来の美咲町民に委ねる

生涯学習の町と言われるよう努める

問　
美
作
岡
山
道
路
の

平
成
９
年
の
覚
書
に

は
、
県
は
地
元
負
担
を
軽

減
し
町
は
地
元
調
整
を
す

る
と
あ
る
が
、
町
は
平
成

25
年
ま
で
地
元
調
整
を
全

く
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
。

　
負
担
軽
減
の
内
容
は
。

覚
書
不
履
行
の
検
証
と
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

軽
減
の
内
容
は
、

関
係
町
全
体
の
負
担
金
１

０
８
億
円
を
40
億
円
に
軽

減
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
と
こ

れ
か
ら
の
町
政
の
評
価
は

未
来
の
美
咲
町
民
に
委
ね

た
い
。

問　
町
に
よ
る
説
明
が

全
く
な
い
ま
ま
平
成

25
年
の
県
の
説
明
会
を
迎

え
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
説
明
会
の
場
で
県

が
ル
ー
ト
や
測
量
の
話
を

し
た
時
「
そ
う
い
う
こ
と

は
何
も
聞
い
て
い
な
い
」

と
紛
糾
し
た
。

　
県
の
担
当
者
も
「
こ
う

し
た
意
見
が
出
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
。
他

町
で
は
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ

た
」
と
言
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
こ
と
は
、
町
行
政

の
落
ち
度
と
い
え
る
の
で

は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

今
日
ま
で
に
混
乱

を
招
い
た
面
が
あ
り
、
そ

の
混
乱
を
招
い
た
責
任
の

一
端
は
町
に
も
あ
る
。

　

今
後
、
理
解
を
得
て
事

業
を
推
進
す
る
。

問　
元
気
で
活
力
あ
る

美
咲
町
を
目
指
す
上

で
生
涯
学
習
は
最
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ

る
。

　
同
好
の
士
が
集
ま
っ
て

自
分
た
ち
で
楽
し
み
、
自

ら
意
欲
を
持
っ
て
動
く
姿

は
、
自
ら
の
課
題
を
自
ら

の
力
で
解
決
す
る
と
い
う

小
規
模
多
機
能
自
治
の
考

え
方
と
も
重
な
る
。

　
生
涯
学
習
を
町
の
重
点

目
標
に
し
、
公
民
館
長
を

配
置
す
る
な
ど
公
民
館
活

動
の
一
層
の
充
実
を
図
る

た
め
に
、
予
算
の
倍
増
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
黒
瀬
教
育
長

　

本
町
の
生
涯
学
習

と
美
咲
町
第
三
次
振
興
計

画
の
目
指
す
方
針
は
重
な

る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、

町
長
部
局
と
の
一
層
の
協

力
体
制
の
構
築
を
図
り
、

生
涯
学
習
の
推
進
に
努
め

た
い
。

答
赤
木
生
涯
学
習
課
長

　
地
域
の
人
が
活
発

に
自
主
的
に
活
動
で
き
る

よ
う
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
。

答
青
野
町
長

　

生
涯
学
習
の
充
実

は
町
政
の
柱
に
掲
げ
て
い

る
小
規
模
多
機
能
自
治
の

推
進
と
非
常
に
関
わ
っ
て

い
る
。　
　

　

美
咲
町
と
い
え
ば
生
涯

学
習
、
生
涯
活
躍
す
る
町

だ
と
言
わ
れ
る
素
地
は
十

分
あ
り
、
そ
う
し
た
町
に

な
っ
て
い
く
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

山田雄二 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

見つかった覚書（一部抜粋）

◯◯町長　殿
岡山県知事　
石井正弘　印

美作岡山道路の建設に関する覚書

覚書
　１．甲（岡山県）は、美作岡山道路の建設に当たっ
て、誠意をもって履行するものとし、乙（瀬戸町・熊山
町・佐伯町・吉井町・柵原町・英田町・美作町・勝
央町）は、地元調整等、この事業が円滑に進められる
よう協力するものとする。

　２．甲は、美作岡山道路の建設に係る乙の負担金に
ついて、負担軽減策を検討するものとする。

　この覚書の締結を証するため、本書９通を作成し、甲
と乙が記名押印の上各自その１通を保有するものとする。

平成9年3月17日

文化薫る生涯学習

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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金谷髙子 議員

防災の地域リーダー育成を

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
は

令
和
３
年
度
に
新
し
い

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
開

実施に向けて検討する

問　
倉
敷
市
真
備
町
で

地
区
住
民
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
災
害
に

対
す
る
備
え
を
し
て
い
な

か
っ
た
人
84
％
。
ま
た
、

被
災
し
た
人
の
内
42
％
が

自
主
避
難
で
は
な
く
第
三

者
に
救
助
さ
れ
て
い
る
。

　
事
前
の
避
難
率
を
高
め

犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
す
に

は
、
徹
底
し
た
防
災
教
育

や
防
災
訓
練
が
必
要
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

①
自
主
防
災
組
織
の
中
で
、

独
自
の
防
災
計
画
を
策
定

し
て
い
る
組
織
は
あ
る
か
。

②
防
災
士
が
地
域
リ
ー
ダ

ー
を
育
成
す
る
環
境
を
整

え
る
た
め
に
、
勉
強
会
を

実
施
で
き
な
い
か
。

③
中
学
生
を
対
象
と
し
た

防
災
教
育
は
で
き
な
い
か
。

答
井
上
政
策
推
進
監

①
詳
細
に
つ
い
て
は

ま
だ
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

災
害
時
に
お
互
い
に
助

け
合
う
た
め
に
何
が
で
き

る
か
、
地
区
で
話
し
合
う

こ
と
が
、
地
区
独
自
の
防

災
計
画
だ
と
思
う
。

②
県
の
補
助
金
に
防
災
研

修
会
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
が

あ
る
の
で
、
来
年
度
実
施

に
向
け
て
検
討
す
る
。

答
黒
瀬
教
育
長

③
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
災
害
や
防
災
時
の

対
応
の
仕
方
、
自
助
・
共

助
・
公
助
を
学
習
し
て
い

る
。

問　
雨
水
を
排
水
処
理

で
き
な
い
こ
と
に
よ

り
内
水
氾
濫
が
各
地
で
起

き
た
こ
と
を
受
け
、
国
は

全
て
の
都
道
府
県
と
市
区

町
村
に
浸
水
想
定
区
域
を

示
し
た
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
す
る
よ
う
通

知
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、

本
町
の
現
状
は
。

答
井
上
政
策
推
進
監

　

美
咲
町
防
災
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
中
に
内
水

の
浸
水
想
定
区
域
が
描
か

れ
て
い
る
。

　

国
か
ら
は
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
自

治
体
に
も
、
想
定
区
域
を

よ
り
適
切
に
見
直
し
を
す

る
よ
う
に
求
め
て
き
て
い

る
。

　

来
年
度
、
内
水
想
定
区

域
の
見
直
し
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
令
和
３
年
度
に

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
公
開
し
た
い
。

問　
吉
井
川
水
系
の
出

水
期
の
運
用
を
元
に

水
害
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
改

善
が
図
ら
れ
る
と
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
が
、
ど
う
改

善
す
る
の
か
。

答
井
上
政
策
推
進
監

　

吉
井
川
水
害
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
検
討
会
に
参
加

し
て
い
る
中
で
、
河
川
の

状
況
に
合
わ
せ
て
町
の
防

災
対
応
を
ど
う
す
る
か
、

事
前
に
決
め
て
お
く
重
要

性
を
再
度
認
識
し
た
。

　

吉
井
川
水
害
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
完
成
に
合
わ
せ
、

町
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
も
合

わ
せ
て
作
成
、
公
開
し
た

い
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

水害タイムラインを早期に

防災への備えを万全に

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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なぜ今義務教育学校か

コンビニ交付サービスは必要か

これからの時代に対応した
　　　　深い学びを展開する

ナショナルミニアムのサービスとして必要

問　
青
野
町
長
は
10
月

21
日
に
、
柵
原
地
域

に
義
務
教
育
学
校
を
建
設

す
る
と
記
者
発
表
を
し
た
。

　
所
信
表
明
、
議
会
答
弁

で
も
「
柵
原
中
学
校
の
建

設
に
つ
い
て
、
私
な
り
に

じ
っ
く
り
研
究
し
た
上
で

早
期
に
取
り
組
み
た
い
」

「
地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
繰
り
返
し
述
べ

て
い
る
。

　
町
長
は
柵
原
地
域
の
住

民
に
十
分
な
説
明
が
さ
れ
、

住
民
が
納
得
し
て
い
る
と

考
え
て
い
る
の
か
。
あ
ま

り
に
性
急
過
ぎ
な
い
か
。

柵
原
東
小
学
校
・
柵
原
西

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

な
ぜ
今
の
時
点
な
の
か
。

　
義
務
教
育
学
校
は
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
最
善
の

学
校
と
は
言
え
な
い
の
に

な
ぜ
建
設
す
る
の
か
。
補

助
金
優
先
の
義
務
教
育
学

校
で
は
な
い
か
。

答
青
野
町
長

　

柵
原
西
小
学
校
・

東
小
学
校
と
柵
原
中
学
校

を
統
合
し
、
同
一
敷
地
内

に
施
設
一
体
型
の
義
務
教

育
学
校
を
新
設
す
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
対

応
し
た
新
し
い
教
育
課
程

に
即
し
た
深
い
学
び
を
展

開
す
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
に
郷
土
に
愛
着
を
持
っ

て
、
地
元
に
暮
ら
し
、
地

域
に
積
極
的
に
貢
献
す
る

人
材
を
育
て
、
地
域
創
生

に
資
す
る
た
め
で
あ
る
。

問　
町
長
は
こ
れ
か
ら

の
町
政
は
住
民
に
と

っ
て
甘
い
こ
と
を
言
い
続

け
る
町
政
運
営
は
で
き
な

い
と
発
言
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
や
印
鑑
証
明
、
所

得
証
明
を
取
得
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
８
０
０

万
円
を
初
期
投
資
し
、
町

の
持
ち
出
し
が
４
０
０
万

円
。
毎
年
の
維
持
管
理
費

が
３
８
０
万
円
、
住
民
票

や
所
得
証
明
が
ど
れ
だ
け

必
要
か
。

　
児
童
手
当
な
ど
の
申
請

に
住
民
票
や
所
得
証
明
な

ど
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で

省
略
で
き
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
美
咲
町
人

口
の
何
％
の
人
が
取
得
し

て
い
る
の
か
。
１
件
当
た

り
の
コ
ス
ト
が
い
く
ら
に

な
る
か
。

　
早
島
町
で
は
29
年
度
、

30
年
度
の
実
績
が
１
件
当

た
り
15
万
円
程
度
の
コ
ス

ト
。
町
民
の
利
便
性
と
言

う
よ
り
国
の
進
め
る
政
策

に
従
っ
た
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
。
45
万
円
あ
れ

ば
ゼ
ロ
歳
か
ら
３
歳
ま
で

の
国
保
税
の
均
等
割
が
全

額
免
除
で
き
る
。

答
山
本
政
策
推
進
監

　
多
機
能
端
末
機
を

設
置
し
て
い
る
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

午
前
６
時
30
分
か
ら
午
後

11
時
ま
で
、休
日
も
取
得
で

き
る
。ナ※

シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
美

咲
町
に
お
い
て
も
導
入
は

必
要
と
考
え
る
。

藤井智江 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

この学校説明会で納得できたのか？

※ナショナルミニアム…国家が国民に
対して保障する最低限の生活水準

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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［建設用地関連予算案を賛成多数で可決］
　令和２年美咲町議会臨時会が１月１６日（木）に開催され、一般会計および特別会計補正予算案４件が上程された。

　予算審査に先立ち青野町長から、柵原地域に建設する義務教育学校の建設候補地として書副地内に用地を

求めたい旨の提案理由が示され、一般会計補正予算案に関連予算４３２万５０００円を計上したことが報告された。

［義務教育学校建設用地関連予算に対する討論］

賛成10人 形井議員　延原議員　左居議員　林田議員　松田議員　江原議員　岩野議員
貝阿彌議員　山本議員　金谷議員

反対2人 山田議員　藤井議員

○議長は裁決に加わりません。

義務教育学校の建設候補地決まる

　２月２８日開会～３月１９日閉会の２１日間を予定しています。
一般質問は３月２日～３日の２日間。
　（手続きは簡単です。一人でも団体でも傍聴できます。）令和２年３月定例会の予定

採決の結果予算案を　　　　　で可決賛成多数賛成多数

　柵原地域の各自
治会から提案された
5つの候補地の中
から用地検討委員
会14人の委員によ

り最適候補地が選定された状況の中で、その
プロセスが住民に知らされないままに建設候
補地が決定されることには納得がいかない。

　自治体には主権
者である町民に対
する説明責任が課
せられている。
　今後、さまざまな

大きな事業を進めていく中で町民との信頼
が崩れるようなやり方をするべきではない。

　建設候補地の
選考過程について
は、議会特別委員
会で議論を尽くしそ
の方向性を了承し
ている。一日でも早く柵原地域に学校を建
ててほしいという町民の願いを実現するため
にこの予算は成立させなければならない。

　柵原地域の義
務教育学校は令
和６年４月開校に
向けて動いてい
る。これからも用地
買収などの難問が予想される。
　関連予算を成立させて早期の建設に取
り組まなければならない。

　
採
　
決

討  論

山田議員

藤井議員

松田議員

延原議員

賛成!!

賛成!!

反対!!

反対!!

議会を傍聴しませんか

定
例
会
の
報
告

各
種
報
告

委
員
会
の
報
告

町
政
を
問
う  
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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編
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後
記　
　
昨
年
は
、
令
和

へ
の
改
元
、
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
の
盛
り
上
が
り
、
中
村

哲
医
師
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の

取
り
組
み
な
ど
た
く
さ
ん
の

心
に
残
る
出
来
事
が
あ
り
ま

し
た
。

　
昨
年
12
月
に
亡
く
な
っ
た

中
曽
根
元
首
相
は
、
議
員
引

退
後
も
自
ら
の
政
治
に
自
信

を
持
ち
つつ
も
後
世
の
評
価
に

思
い
を
巡
ら
し「
政
治
家
は
常

に
歴
史
法
廷
に
立
つ
被
告
人

で
あ
る
」と
よ
く
口
に
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　
町
政
を
託
さ
れ
た
我
々
も

そ
う
し
た
自
ら
に
厳
し
い
姿

勢
で
日
々
取
り
組
む
べ
き
で
あ

る
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
も
読
ん
で
も
ら
え
る

議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
頑

張
り
ま
す
の
で
、
ご
愛
読
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
山
田
記
）

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第34回

あの景
色が待つ山頂へ

　平成１５年９月に初めて大山に登山しました。以来、
１６年間活動しています。

●いつ頃から活動していますか●
　やはり山から見る景色です！
　山頂から見下ろす景色、雲海、日の出など、行く
たびに違った景色が待っています。山頂にあの景色
が待っていると思うと心躍ります。

●楽しいことは何ですか●

　元旦に津山市の岩屋城跡へ御来光登山を行うのが
近年の恒例となっています。また年に数回程度です
が、不定期に各地の山に登りに行っています。

●どんな活動をしていますか●

　今年も岩屋城跡御来光登山に行ったので、春頃か
らどこかの山に出かけてみようと思います。
　年に一度くらいのペースで大山登山です。

●これからの活動は●

　川北自治会内を主とし３０代から６０代の男性をメイン
に１０名ほどで活動しています。メンバーの家族も参加
することがあります。

●メンバー構成は●

　住民の代表であることを常に考え、地域の抱える
問題などを議会に上げていって欲しいと思います。

●議会に一言お願いします●

　地元消防団活動での雑談の中で「大山に登ってみた
い」という話になり、その時に同調した４名が大山登山
をしたのが始まりです。

●活動を始めたきっかけは●

旭 

山 

遊 

会

あ
さ
ひ

さ  

ん

ゆ  

う

か  

い

心も体もワクワクする活動を広めて下さい。
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正
則


